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収
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と
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掲
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い
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い
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津
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い
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で
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ま
せ
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。
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弘
田
龍
太
郎
　津
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
曲
家

　

今
日
、
誰
も
が
一
度
は
歌
っ
た
こ
と
の
あ
る
童

謡
、「
靴
が
鳴
る
」「
浜
千
鳥
」「
雀
の
学
校
」「
春
よ
来

い
」
な
ど
を
作
曲
し
た
人
物
、
弘
田
龍
太
郎
氏
。
今

年
、
生
誕
120
年
を
迎
え
ま
す
。
龍
太
郎
氏
は
、
明
治

25（
１
８
９
２
）年
６
月
30
日
、
現
在
の
高
知
県
安
芸

市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

津
市
と
の
関
わ
り
は
、
明
治
35（
１
９
０
２
）年
11

月
に
、
父
弘
田
正
郎
氏
が
千
葉
県
師
範
学
校（
現
千

葉
大
学
）校
長
か
ら
三
重
県
立
第
一
中
学
校（
現
三
重

県
立
津
高
校
）校
長
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

家
が
津
に
転
居
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
と

き
10
歳
の
龍
太
郎
氏
は
、
養
正
小
学
校
に
転
入
し
、

卒
業
後
、
三
重
県
立
第
一
中
学
校
に
進
学
し
て
、
津

で
お
よ
そ
７
年
間
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
は
、
無
口
な
方
で
、
こ
つ
こ
つ
と
勉

強
す
る
タ
イ
プ
の
生
徒
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
、
作
曲
家
と
し
て
の
片
り
ん
を
示
す

エ
ピ
ソ
ー
ド

に
、
中
学
一

年
生
当
時
の

明
治
38（
１

９
０
５
）年
、

日
露
戦
争
の

戦
勝
報
告
が

入
り
、
町
中

で
旗
行
列
や

ち
ょ
う
ち
ん

行
列
が
行
わ
れ
、
太
鼓
や
ラ
ッ
パ
の
楽
隊
が
行
進
す

る
と
、
そ
の
曲
を
聴
い
て
す
ら
す
ら
と
譜
面
に
起
こ

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

中
学
卒
業
後
は
、
東
京
音
楽
学
校（
現
東
京
芸
術

大
学
）に
進
み
、
在
学
中
か
ら
作
曲
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。
龍
太
郎
氏
が
最
も
精
力
的
に
作
曲
を
し
た

の
は
、
大
正
７
〜
８（
１
９
１
８
〜
１
９
１
９
）年
ご

ろ
で
す
。
こ
の
当
時
、
子
ど
も
に
も
っ
と
自
由
な
夢

や
感
情
を
訴
え
る
新
し
い
児
童
文
学
・
芸
術
運
動
を

目
指
し
た
児
童
文
学
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
作
曲
家
と

し
て
協
力
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
、
お
よ
そ
５
年
ほ
ど
の
間
に
、
今
で
も
歌
い
継

が
れ
る
童
謡
・
歌
曲
が
生
ま
れ
、
龍
太
郎
氏
の
作
曲

活
動
の
な
か
で
最
も
花
開
い
た
時
期
で
し
た
。
そ
し

て
、
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
津
の
情
景
な
ど
は
、
そ

の
創
作
活
動
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

晩
年
は
、
幼
児
教
育
に
重
要
性
を
感
じ
て
、
長
女

夫
妻
が
創
設
し
た
幼
稚
園
の
園
長
に
な
り
、
幼
児
の

た
め
の
リ
ズ
ム
な
ど
も
作
曲
し
て
、
音
楽
を
幼
児
教

育
へ
積
極
的
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
27

年
11
月
17
日
、
60

歳
と
い
う
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い

う
年
齢
で
惜
し
く

も
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
龍
太
郎
氏
が
在
学
し
て
い
た
津
高
校
中
庭

に
は
、
平
成
２
年
津
高
110
周
年
を
記
念
し
て
津
高
同

窓
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
、「
浜
千

鳥
」
の
楽
譜
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス
ト

津
４
階
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
昭
和
３
年

ド
イ
ツ
留
学
の
際
に
買
い
求
め
、
龍
太
郎
氏
が
愛
用

し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
と
、
昭
和
初
期
発
行
の

楽
譜
集
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

津高校にある「浜千鳥」の楽譜
が刻まれた記念碑

弘田龍太郎氏（音楽之友社刊「弘田龍
太郎作品集」より）

アストホールロビーにある
龍太郎氏愛用のグランドピアノ


